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第
２
９
回
党
大
会
へ
の
中
央
委
員
会
報
告
レ
ジ
メ 

 
 「第

１
章 
国
際
情
勢
と
改
定
綱
領
の
生
命
力
」に
つ
い
て 

大
会
決
議
案
が
国
際
情
勢
か
ら
始
ま
る
こ
と
が
歓
迎
さ
れ
、
勇
気
と
希
望
を
広
げ
て
い
る 

 

イ
ス
ラ
エ
ル
に
よ
る
ガ
ザ
攻
撃
に
つ
い
て―

―

人
道
的
停
戦
を
求
め
た
国
連
決
議
の
意
義 

 

改
定
綱
領
の
生
命
力
に
つ
い
て
①―

―

逆
流
を
ど
う
と
ら
え
る
か 

「
ど
ん
な
国
で
あ
れ
覇
権
主
義
は
許
さ
な
い
」
と
普
遍
的
な
規
定
に
し
た
意
義 

ア
メ
リ
カ
を
「
複
眼
で
と
ら
え
る
」―

―

軍
事
的
覇
権
主
義
と
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
へ
の
関
与 

 

改
定
綱
領
の
生
命
力
に
つ
い
て
②―

―
世
界
の
本
流
が
さ
ら
に
発
展
し
て
い
る 

核
兵
器
禁
止
条
約
、
第
二
回
締
約
国
会
議
の
大
き
な
成
果 

 
 

日
本
共
産
党
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
訪
問―

―

東
ア
ジ
ア
に
〝
対
話
の
習
慣
〟
を
広
げ
よ
う 

 
 「第

２
章 

自
民
党
政
治
の
ゆ
き
づ
ま
り
と
日
本
共
産
党
の
任
務
」に
つ
い
て 

自
民
党
政
治
を
終
わ
ら
せ
る
国
民
的
大
運
動
を
起
こ
そ
う 

 
 

金
権
腐
敗
政
治
の
徹
底
究
明
・
企
業
団
体
献
金
の
全
面
禁
止
を 

「
失
わ
れ
た
３
０
年
」
を
打
開
し
、
暮
ら
し
に
希
望
が
も
て
る
政
治
を 

《
消
費
税
減
税
、
税
金
は
も
う
か
っ
て
い
る
大
企
業
と
富
裕
層
に
応
分
の
負
担
を
》 

 
 
 

《
介
護
大
改
悪
を
許
す
な
！ 

「
世
代
間
対
立
」
を
打
ち
破
る
国
民
的
な
連
帯
を
広
げ
よ
う
》 

 
 
 

《
賃
上
げ
・
非
正
規
ワ
ー
カ
ー
の
待
遇
改
善
、
労
働
組
合
は
じ
め
幅
広
い
連
帯
と
共
同
を
》 

《
気
候
危
機
打
開
と
原
発
ゼ
ロ
、
食
料
自
給
率
の
向
上
》 

 
 

平
和
も
暮
ら
し
も
壊
す
大
軍
拡
、「
戦
争
す
る
国
づ
く
り
」
を
許
さ
ず
、
外
交
で
平
和
を
つ
く
ろ
う 

 
 
 

《「
安
保
３
文
書
」
か
ら
一
年
、「
戦
争
す
る
国
づ
く
り
」
の
危
険
性
が
あ
ら
わ
に
》 

 
 
 

《
税
金
は
大
軍
拡
で
な
く
国
民
の
暮
ら
し
に
使
え
の
世
論
と
運
動
を
》 

 
 
 

《
辺
野
古
新
基
地
建
設―

―

政
府
の
暴
挙
に
断
固
抗
議
し
、「
オ
ー
ル
沖
縄
」
と
の
連
帯
を
訴
え
る
》 

《
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
英
知
に
学
び
、
外
交
に
よ
る
平
和
の
創
造
を
》 

《
安
保
条
約
の
廃
棄
を
掲
げ
る
日
本
共
産
党
の
役
割―

―

「
二
重
の
と
り
く
み
」
を
今
こ
そ
》 

人
権
後
進
国
か
ら
先
進
国
へ―

―

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
阻
む
勢
力
と
の
た
た
か
い 

 

「
国
民
運
動
と
統
一
戦
線
の
発
展
の
た
め
に
」
に
関
連
し
て 

市
民
と
野
党
の
共
闘―

―

再
構
築
に
む
け
て
２
つ
の
力
の
前
進
・
発
展
を 

 
 

自
覚
的
民
主
勢
力
の
強
化―

―

統
一
戦
線
の
発
展
を
め
ざ
し
て 

総
選
挙
で
の
日
本
共
産
党
の
躍
進
に
全
力
を
あ
げ
る―

―

国
政
選
挙
、
中
間
地
方
選
挙
の
方
針 
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自
民
党
政
治
に
変
わ
る
、
新
し
い
政
治
を
つ
く
る
最
大
の
力
は
日
本
共
産
党
の
躍
進 

決
議
案
を
力
に
「
二
つ
の
政
治
姿
勢
」
を
貫
い
て
た
た
か
う 

「
比
例
を
軸
に
」
を
つ
ら
ぬ
き
、「
６
５
０
万
、
１
０
％
」
の
実
現
を 

地
方
選
挙
で
現
有
議
席
を
確
保
し
、
着
実
に
前
進
す
る 

 「第
三
章 

党
建
設―

―
到
達
と
今
後
の
方
針
」に
つ
い
て 

多
数
者
革
命
を
推
進
す
る
強
く
大
き
な
党
を 

 
 

多
数
者
革
命
を
進
め
る
主
体
は
、
主
権
者
で
あ
る
国
民 

 
 

「
国
民
の
自
覚
と
成
長
」
は
自
然
成
長
で
は
進
ま
な
い 

不
屈
性
と
先
見
性
を
発
揮
し
て
奮
闘
す
る
党
が
不
可
欠 

民
主
集
中
制
の
必
要
性
・
重
要
性
は
、
多
数
者
革
命
を
推
進
す
る
役
割
か
ら
導
か
れ
る 

 
 

民
主
集
中
制
の
５
つ
の
柱
は
、
党
の
た
た
か
い
の
な
か
で
築
か
れ
た 

 
 

党
指
導
部
の
選
出―

―

な
ぜ
今
の
選
出
方
法
が
最
も
合
理
的
か 

 

「
大
運
動
」
と
前
大
会
以
降
の
党
づ
く
り
の
到
達
点
と
教
訓 

党
勢
拡
大
の
新
し
い
目
標
と
方
針
に
つ
い
て 

〇 

第
３
０
回
党
大
会
ま
で
に
、
第
２
８
回
党
大
会
現
勢―

―

２
７
万
人
の
党
員
・
１
０
０

万
人
の
「
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
」
読
者
を
必
ず
回
復
・
突
破
す
る
。
党
員
と
「
し
ん
ぶ
ん
赤

旗
」
読
者
の
第
２
８
回
党
大
会
時
比
「
３
割
増
」―

―

３
５
万
人
の
党
員
、
１
３
０
万
人

の
「
赤
旗
」
読
者
の
実
現
を
、
２
０
２
８
年
末
ま
で
に
達
成
す
る
。 

〇 

第
２
８
回
党
大
会
で
掲
げ
た
青
年
・
学
生
、
労
働
者
、
３
０
代
～
５
０
代
の
党
勢
の
倍

加―
―

こ
の
世
代
で
１
０
万
の
党
を
つ
く
る
こ
と
を
、
党
建
設
の
中
軸
に
す
え
、
２
０
２

８
年
末
ま
で
に
達
成
す
る
。
１
万
人
の
青
年
・
学
生
党
員
、
数
万
の
民
青
の
建
設
を
、
２

０
２
８
年
末
ま
で
に
実
現
す
る
。
そ
の
た
め
に
す
べ
て
の
都
道
府
県
・
地
区
・
支
部
が
、

世
代
的
継
承
の
「
５
カ
年
計
画
」
と
第
３
０
回
党
大
会
ま
で
の
目
標
を
決
め
、
や
り
と
げ

る
。 

〇 

第
２
８
回
党
大
会
・
第
二
決
議
で
掲
げ
た
「
空
白
の
職
場
・
地
域
・
学
園
や
、
社
会
の

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
動
す
る
人
た
ち
の
な
か
に
党
の
支
持
を
ひ
ろ
げ
、
党
を
つ
く
る
」

「
新
入
党
員
の
成
長
が
保
障
さ
れ
、
一
人
ひ
と
り
の
初
心
、
可
能
性
が
生
き
る
党
を
つ
く

る
」「
す
べ
て
の
党
員
が
、
党
綱
領
と
科
学
的
社
会
主
義
を
学
習
し
、
誇
り
と
確
信
を
も
っ

て
党
を
語
れ
る
よ
う
に
な
る
」
と
い
う
目
標
を
堅
持
す
る
。 

４
年
間
の
活
動
の
教
訓
と
党
建
設
の
強
化
方
向 

す
べ
て
の
支
部
が
「
政
策
と
計
画
」
を
も
ち
、「
車
の
両
輪
」
の
活
動
を
す
す
め
よ
う 
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「
党
員
拡
大
・
入
党
の
働
き
か
け
の
日
常
化
」
を
全
支
部
の
運
動
に 

世
代
的
継
承
を
ど
う
「
中
軸
」
に
す
え
る
か 

《
党
建
設
・
党
勢
拡
大
の
全
体
の
活
動
と
世
代
的
継
承
の
と
り
く
み
の
関
係
に
つ
い
て
》 

《
青
年
・
学
生
、
労
働
者
、
真
ん
中
世
代
の
党
勢
倍
加
の
方
針
は
、
全
党
に
よ
び
か
け
た
も
の
》 

《
青
年
・
学
生
、
現
職
労
働
者
、
真
ん
中
世
代
自
身
が
党
を
つ
く
る
力
を
も
っ
て
い
る
》 

党
の
質
的
強
化―

―
政
治
的
・
思
想
的
に
強
い
党
へ 

《
党
生
活
確
立
の
「
三
原
則
」
を
重
視
し
、
決
定
の
読
了
と
一
大
学
習
運
動
を
》 

《
３
つ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
機
関
活
動
の
強
化
を
》 

《
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
根
絶
に
さ
ら
な
る
努
力
を
重
ね
る
》 

 「第
四
章 

世
界
資
本
主
義
の
矛
盾
と
科
学
的
社
会
主
義
」に
つ
い
て 

〝
２
１
世
紀
の
日
本
共
産
党
の
「
自
由
宣
言
」
〟―

―
「
三
つ
の
角
度
」
か
ら
明
ら
か
に 

 
 

資
本
主
義
批
判
こ
そ
社
会
主
義
・
共
産
主
義
の
原
点 

「
人
間
の
自
由
で
全
面
的
な
発
展
」―

―

第
一
の
角
度
の
「
自
由
」
が
条
件
を
つ
く
る 

「
自
由
の
な
い
社
会
」
に
な
ら
な
い
保
障
を
示
す 

「
自
由
宣
言
」
は
若
者
に
未
来
を
語
る
大
き
な
力
に
な
っ
て
い
る 

 

「第
五
章 

１
世
紀
の
歴
史
に
学
び
、
新
た
な
１
世
紀
に
向
か
お
う
」に
つ
い
て 

『
日
本
共
産
党
の
百
年
』
と
２
つ
の
記
念
講
演
を
学
び
、
新
た
な
歴
史
を
つ
く
る
力
に 

第
２
８
回
大
会
期
の
苦
闘
の
中
で
の
成
長
を
、
新
た
な
１
世
紀
に
向
か
う
大
き
な
糧
に 

 
 

 


